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昨年度、常磁性を持つイオン Gd3+を蛋白質（ユビキチン）上に付加したタグに結合させ PRE 測定を

pH6~8 で行った観測データを組み合わせた立体構造決定法を検討したところ、ユビキチンの立体構造を通

常の方法と比べ、より細密に決定できることを示した。pH=6,8 での MD シミュレーションにより、pH に

応じてユビキチンの立体構造は変化せず、Gd3+タグの位置のみが変化することを示し、pH=6~8 での測

定は、複数の異なるタグを用いた測定を行ったことに相当することを確認した。 

本年度は、本手法を他の蛋白質に適用し、その汎用性を確認する研究を行った。すると、N 末端にタグ

（PhDTA）修飾した場合では、ランタニド金属イオンからの PCS がユビキチンの場合と同程度の変化量

として観測されたものの、N 末端キレート部位へランタニド金属イオンが結合しにくく、多くの場合で均

一なサンプルが調製できなかった。また、ユビキチンの場合にみられた PCS の pH 依存的な磁気異方性の

変化が、有意に観測されなかった。そのため、残念ながら、現状では本手法の汎用性は担保されないとい

う結果に終わった。今後はこの点の改良と、構造解析用ツール以外への適用などを研究する予定である。 
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